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赤　

松　

孝　

一

新しい議会構成新しい議会構成

新
議
長
の
あ
い
さ
つ
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議場内配置図

質問席

新しい与謝野町議会
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◎委員長、○副委員長

平成２４年５月９日より委員会構成が変わりました。
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丹
後
建
国
千
三
百
年
事
業

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付

耐
震
改
修
工
事

一般会計

補正予算補正予算（1号）（1号）
補正額　7 , 0 9 7 万円／予算総額　1 1 2 億 9 , 7 3 7 万円

注目される「丹後王国」

平成24年度平成24年度
6 月定例会6 月定例会
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合
筆
登
記
の
不
備
が
発
覚

ＤＶ被害者に支援

，

，
地
震
で
怖
い
家
屋
倒
壊

登記不備があった野田川グラウンド

地域共生型福祉施設「やすらの里」の建設現場
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有
線
テ
レ
ビ
施
設
整
備

耐
震
改
修
の
本
格
推
進
を

，

受
注
が
偏
り
す
ぎ
て
い
る

１
千
万
円
減
額
の
要
因
は

指
名
委
員
会
で
ど
う
審
議

ビデオカメラで撮るＫＹＴスタッフ

改修が進む民間住宅

　

籏 

毅
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正
職
員
で
人
材
の
確
保

有
線
テ
レ
ビ
の
運
営

ひどすぎる駐車場

ＤＶ　
ど
う
対
応
す
る
の
か

染色センターの入口・駐車場

ＤＶ対策の啓発チラシ
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岩
滝
小
遊
び
場
を
芝
生
化

記念事業について

地
区
公
民
館
整
備
に
補
正

，

梅
谷
会
館
新
築

老朽化した梅谷会館が新築される

ＰＴＡのみなさんの協力で進む岩滝小の芝生植栽
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最
低
で
も
５
者
以
上
で

認
定
基
準
と
の
整
合
性
は

　

印
鑑
証
明
発
行
は
慎
重
に

入札会で使用される入札箱

町道四反田線（男山）
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原
発
な
く
す
政
策
が
必
要

杉
上
忠
義

原子力発電からの脱却と
実効的な節電対策の取り組みを求める意見書

原発再稼動反対デモ（総理官邸前）
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子どもに公平な教育を

よ
り
良
い
入
札
制
度
は

全
国
か
ら
注
目
の
制
度

５月臨時会５月臨時会
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クアハウスの太陽光パネル

一般質問一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ

Ａ

多田正成

地
域
経
済
、
自
然
環
境
を
考
え
る
と

き
、
国
、
府
の
推
奨
す
る
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
新
産
業
、
新
事
業
創
出

の
た
め
に
調
査
研
究
が
で
き
な
い
か
。

事
業
は
発
電
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。

竹
か
ら
繊
維
（
糸
）
や
燃
料
も
考
え

ら
れ
る
。
庁
舎
内
に
調
査
研
究
チ
ー
ム
が
設

置
で
き
な
い
か
。

介
護
施
設
不
足
と
制
度
を

施
設
不
足
、
財
源
不
足
が
浮
上
す
る

な
か
で
、
当
町
も
約
１
８
０
人
が
施

設
入
居
待
ち
と
聞
く
が
、
施
設
不
足
を
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

介
護
ア
ン
ケ
ー
ト
に
自
宅
で
介
護
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
声
や
経
済

的
に
辛
い
な
ど
の
声
が
多
く
出
て
い
る
。
公

的
負
担
、
個
人
的
負
担
の
抑
制
の
た
め
に
も

介
護
家
族
支
援
制
度
が
必
要
。　
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糸井満雄

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

塩見　晋

登
下
校
中
の
児
童
ら
の
事
故
を
防
止

し
、
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
教
育
委
員
会
や
道
路
管
理
者
、
警

察
、
地
域
等
が
連
携
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
点
検
・
見
直
し
、
緊
急
に
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
が
。

今
夏
の
節
電
対
策
は

今
夏
の
電
力
消
費
を
、
平
成
22
年
度

に
比
べ
15
％
節
電
す
る
と
い
う
目
標

が
決
ま
り
、
そ
の
対
応
が
急
が
れ
て
い
る
が
、

行
政
と
し
て
の
基
本
姿
勢
並
び
に
そ
の
対
応

は
。

中
長
期
的
に
、
電
力
使
用
量
の
低
減

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
町
管

理
施
設
の
空
調
設
備
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
方
式
（
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
）
の
機

器
を
使
用
す
る
検
討
を
し
て
み
て
は
。
Ｃ
Ｏ

２
の
削
減
の
効
果
も
あ
り
政
府
も
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を

推
進
し
て
い
る
。

改
築
さ
れ
る
加
悦
中
学
校
の
空
調
設

備
に
省
電
力
の
立
場
か
ら
、
費
用
が

若
干
高
く
な
っ
て
も
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
検
討
を
し
て

み
て
は
。

斎
場
の
運
営
を
広
域
化
で

阿
蘇
霊
照
苑
は
町
外
の
利
用
率
が
地

形
的
な
関
係
も
あ
り
25
％
と
他
の
自

治
体
と
比
べ
て
も
高
い
。

　

高
齢
者
は
、
今
後
増
え
る
傾
向
に
あ
る
の

で
、
現
在
、
主
に
利
用
し
て
い
る
市
町
で
広

域
化
を
目
指
し
て
は
。

子どもの安全を見守る大人たち太陽光発電（クアハウス )
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Ｑ

岩滝の最終処分場の焼却炉

Ａ

宮﨑有平

Ｑ

Ａ

多くの住民が参加した防災訓練（岩滝地域）

伊藤幸男

震
災
ガ
レ
キ
の
受
け
入
れ
を
近
隣
の

市
町
が
表
明
し
て
い
る
が
、
与
謝
野

町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

海
岸
道
路
周
辺
の
安
全
は

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
海
岸
道
路

が
開
通
し
て
か
ら
、
そ
の
周
辺
の
狭

い
町
道
（
塩
入
線
、
真
鶴
線
）
を
車
が
多
く

通
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
危
険
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
安
全
対
策
は
で
き
て
い
る

の
か
。

福
島
原
発
事
故
で
、
安
全
神
話
が
ど

ん
な
に
異
常
か
が
明
確
に
な
っ
た
。

原
発
技
術
が
「
異
質
の
危
険
」
を
持
ち
、
本

質
的
に
未
完
成
で
あ
る
こ
と
。
地
震
・
津
波

国
日
本
で
、
安
全
対
策
も
な
く
54
基
も
の
原

発
が
作
ら
れ
た
根
底
に
、
日
本
の
政
治
の
２

つ
の
ひ
ず
み
（
①
経
団
連
が
関
与
し
た
原

発
利
益
共
同
体
と
い
う
利
権
集
団
の
存
在
②

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
原
発
行
政
が
始
ま
っ

た
）
が
あ
る
。
再
稼
働
問
題
で
は
、
電
力
と

国
民
の
命
を
天
秤
に
か
け
る
の
か
と
の
批
判

も
あ
る
。
い
ま
、｢

将
来
的
に
は
原
発
を
や

め
る
べ
き｣

と
の
世
論
が
圧
倒
的
多
数
に
な

っ
て
い
る
。　
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Ｑ

Ａ

小林庸夫

Ｑ

家城　功

与
謝
野
町
の
財
政
見
通
し
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

大
き
な
不
安
の
声
を
聞
く
。
町
有
資
産
の
売

却
・
貸
付
、
補
助
金
カ
ッ
ト
、
人
件
費
カ
ッ

ト
の
復
活
な
ど
一
刻
も
早
い
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。

有
線
テ
レ
ビ
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
視
聴
し
て
も
ら
う
に
は
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
番
組
数

を
増
や
し
内
容
も
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

自
主
制
作
番
組
の
募
集
を
強
化
し
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
行
う
。

各
学
校
や
幼
保
の
取
り
組
み
や
活
動
、

広
報
な
ど
の
番
組
制
作
を
強
化
す
る
。

自
治
区
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介
や
Ｐ

Ｒ
番
組
の
制
作
。

文
字
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
ニ
ュ

ー
ス
を
担
当
課
職
員
が
生
告
知
を
。

Ａ

自
転
車
道
の
照
明
は

自
転
車
道
の
照
明
は
、
町
民
の
安
全

安
心
の
た
め
に
も
早
期
に
全
線
設
置

を
。

奨
学
資
金
貸
付
制
度

貸
付
金
額
の
増
額
は
出
来
な
い
の
か
。

ま
た
保
証
人
の
制
限
を
緩
和
す
べ
き

で
は
。

町有線テレビの事務室
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Ｑ

Ａ

浪江郁雄

Ｑ

Ａ

和田裕之

通
学
路
で
の
悲
惨
な
事
故
が
跡
を
絶

た
な
い
。

　

昨
年
、
登
下
校
中
の
交
通
事
故
で
死
傷
し

た
全
国
の
児
童
数
は
、
２
，
４
８
５
人
。

す
で
に
対
策
済
や
工
事
を
発
注
し
た

自
治
体
が
あ
る
。

妊
婦
歯
科
健
診
に
助
成
を

妊
娠
期
は
、
つ
わ
り
や
ホ
ル
モ
ン
の
影

響
で
、
口
腔
内
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
や
す
い
時
期
。
歯
周
病
は
早
産
や
低
体
重

児
出
産
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
虫
歯
は
感
染
す
る
。

地
籍
調
査
に
民
間
委
託
を

平
成
22
年
、
国
土
調
査
促
進
特
別
措

置
法
と
国
土
調
査
法
の
一
部
改
正
で
、

財
政
面
の
配
慮
や
、
民
間
活
力
の
導
入
が
可

能
に
な
り
、
地
籍
調
査
の
迅
速
化
が
図
ら
れ

た
。

管
理
不
十
分
な
空
き
家
は
、
積
雪
や

自
然
倒
壊
の
危
険
、
防
災
上
の
問
題
、

強
風
に
よ
る
瓦
・
木
片
の
飛
散
の
問
題
、
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
・
動
物
・
害
虫
の
繁
殖
地
に

な
る
な
ど
衛
生
上
の
問
題
、
不
審
者
な
ど
の

防
犯
上
の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

総
務
省
の
08
年
の
調
査
で
は
、
全
国
の

空
き
家
は
約
７
５
７
万
戸
に
上
り
、
08
年
ま

で
の
10
年
で
約
１
８
０
万
戸
増
え
、
全
住
宅

の
13
．
1
％
を
占
め
る
。

当
町
で
も
放
置
で
き
な
い
問
題
で
、
ま

ず
は
、
実
態
調
査
を
し
、
空
き
家
適
正
管
理

条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
。

生
活
保
護
の
状
況
は

最
近
、
不
正
受
給
な
ど
が
報
道
さ
れ
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
情
報
が
、
偏
見
や

悪
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
も
あ
る
が
、
本
当
に

必
要
な
人
が
受
給
で
き
ず
、
自
殺
や
餓
死
な

ど
の
悲
し
い
事
件
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

適
正
な
対
応
を
。

狭い歩道を歩く子どもたち求められる空き家・廃屋の対策
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Ｑ

Ａ

野村生八

Ｑ

Ａ

どうなる、簡易水道から上水道への移行電子入札の是非は

籏 　毅

な
ぜ
値
上
げ
す
る
の
か
。

水
道
料
金
は
、
格
差
を
な
く
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
よ
う
や
く
町

内
同
じ
水
道
料
金
に
な
っ
た
の
に
、
な
ぜ
以

前
よ
り
も
大
き
な
格
差
に
な
る
よ
う
な
値
上

げ
を
行
う
の
か
。

国
の
補
助
金
を
な
く
す
た
め
の
、
統

合
へ
の
強
制
は
納
得
で
き
な
い
。
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
値
上
げ
を
せ
ず
に
、
国
に
補
助

金
を
出
す
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
だ
し
、
格

差
を
作
ら
な
い
運
営
を
す
べ
き
だ

最
低
制
限
価
格
の
事
前
公
表
は
、
く

じ
引
き
で
大
半
の
落
札
業
者
が
決
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
乱
数
を
使
っ
た
ラ
ン
ダ
ム
係
数

に
よ
る
最
低
制
限
価
格
の
決
定
で
入
札
当
日

に
決
め
る
こ
と
で
、
透
明
性
の
確
保
が
で
き

る
。
町
が
言
う
内
訳
書
を
付
け
て
い
る
か
ら

計
算
が
正
し
い
と
は
限
ら
ず
前
提
要
件
の
認

識
を
誤
っ
て
い
る
。

随
意
契
約
を
問
う

一
昨
年
か
ら
、
地
方
自
治
法
が
想
定

し
て
い
な
い
よ
う
な
、
大
き
な
額
の

随
意
契
約
が
さ
れ
た
。
こ
れ
は
財
務
規
則
に

照
ら
し
て
も
問
題
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
早
急
に
策
定
す
べ
き
で
は
。

電
子
入
札
へ
の
取
組
は

電
子
入
札
の
取
り
組
み
に
消
極
的
な

の
は
理
解
で
き
な
い
。
業
者
に
も
職

員
に
も
時
間
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
の
で
は
。
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Ｑ

今田博文

Ｑ

Ａ

杉上忠義

大
型
連
休
の
丹
後
観
光
施
設
利
用
状

況
が
発
表
さ
れ
た
。
全
体
で
は
前
年

比
89
・
８
％
。
本
町
の
結
果
を
ど
う
判
断
し

て
い
る
の
か
。
ち
り
め
ん
街
道
活
性
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
昨
年
商
工
会
か
ら
提
言
さ
れ
、

町
の
役
割
も
示
さ
れ
て
い
る
が
。
観
光
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
人
材
が
育
っ
て
い
な
い
が
。

農
業
振
興
と
６
次
産
業
化

集
落
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
な
か
で
、「
６
次
産
業
化
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
の
支
援
策
も
整
備
さ

れ
て
い
る
が
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ

る
農
林
業
振
興
の
推
進
を
。
本
町
の
取
り
組

み
は
。

町
の
将
来
像
「
水
・
緑
・
空
笑
顔
か

が
や
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
て
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
た
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。

　

町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
有
線
テ
レ

ビ
な
ど
情
報
基
盤
の
整
備
」
が
高
い
満
足
度

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
力
を
入
れ
る
施
策
は

「
新
た
な
産
業
起
こ
し
と
雇
用
の
確
保
」
な

ど
で
あ
り
住
民
の
意
向
が
確
認
で
き
た
。
計

画
の
中
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

産
業
起
こ
し
や
雇
用
の
推
進
を
望
む

声
が
多
く
あ
る
。
町
に
活
力
を
与
え

る
企
業
誘
致
に
取
組
む
べ
き
だ
。

与謝・天橋立インター下の看板加悦ファーマーズライス

Ａ
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Ｑ

Ａ

山添藤真

全
国
で
空
き
家
の
増
加
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
倒

壊
を
防
ぐ
た
め
、
各
地
で
空
き
家
管
理
条
例

を
制
定
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
人
口
減
少
に
悩
む
地
域
で
は
空
き
家
バ

ン
ク
を
創
設
す
る
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
、
他
市
町
村
と

同
様
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
対
策
に
加
え
て
、
中
古
住
宅
の
活
用
或
い

は
持
ち
家
を
賃
貸
化
し
た
物
件
へ
の
居
住
が

進
む
よ
う
な
政
策
体
系
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

意
欲
あ
る
都
市
住
民
を
地
方
の
新
た

な
担
い
手
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

総
務
省
に
よ
っ
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
地
域
外
の
人

材
を
誘
致
し
、
定
住
・
定
着
を
促
進
し
て
い

く
取
組
み
で
あ
る
。

Ｑ

Ａ

谷口忠弘

1
台
約
70
万
円
と
い
う
高
額
な
電
子

黒
板
を
平
成
22
年
度
に
購
入
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
授
業
で
活
用
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
頻
度
は
。

ど
の
よ
う
な
教
育
的
効
果
が
あ
る
か
。

一
部
の
先
生
し
か
使
え
な
い
点
な
ど

今
後
の
対
策
は
。

眼
科
医
の
設
置
は

与
謝
の
海
病
院
の
眼
科
診
療
の
実
態

は
。

，

大
変
多
く
の
方
が
診
療
を
受
け
て
お

ら
れ
る
の
で
、
待
ち
時
間
が
長
く
か

か
る
。
眼
科
医
設
置
が
望
ま
れ
る
が
。

地
域
公
民
館
の
利
活
用

加
悦
区
公
民
館
の
老
朽
化
と
、
ち
り

め
ん
街
道
の
活
性
化
を
考
え
た
場
合
、

区
の
公
民
館
の
地
域
公
民
館
へ
の
移
設
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

有効活用が求められる電子黒板 酒蔵を改修した「ちりめん茶屋」



21

Ｑ

Ａ

井田義之

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
は

年
々
進
ん
で
い
る
。

　

学
校
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
そ

の
環
境
を
整
え
る
の
は
大
人
の
責
務
だ
。

　

第
一
次
総
合
計
画
や
町
長
の
「
お
約
束
」

に
も
揚
げ
ら
れ
た
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
取
り
組
み
に
進
展
が
見
え
な
い
。

　

教
育
・
保
育
環
境
検
討
委
員
会
の
答
申
か

ら
は
や
３
年
。
今
日
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
考
え
方
は
。

加
悦
中
学
校
の
改
築
計
画
（
約
20
億

円
）
が
進
行
中
で
あ
る
。
数
年
後
に

は
生
徒
数
が
2/3
に
激
減
す
る
。
今
後
の
有
効

活
用
は
。（
例
え
ば
小
中
一
貫
教
育
と
か
）

Ｑ　クアハウスに設置されている太陽光発電は
活用できているのか。

Ｑ　獣害対策として、鹿に避妊薬を飲ませて繁
殖を抑えることはできないか。

議会懇談会の報告
　

岩滝保育所

加悦地区で開催された議会懇談会
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５
月
24
日

シ
ー
ト
破
損
の
現
地
確
認

施
設
の
訪
問
と
現
地
確
認
を
実
施

委員長報告

６
月
４
〜
５
日

６
月
定
例
会
の
議
案
調
査

５
月
21
日

年
次
方
針
を
確
認



23

５
月
10
日

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

庁
舎
問
題
に
つ
い
て

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
の
議
員
研
修
会

請
願
の
取
扱
い

反
対

賛
成

野
村
生
八

和
田
裕
之

有
吉　

正

杉
上
忠
義

塩
見　

晋

宮
﨑
有
平

伊
藤
幸
男

浪
江
郁
雄

家
城　

功

山
添
藤
真

小
林
庸
夫

多
田
正
成

井
田
義
之

糸
井
滿
雄 毅

田

文

赤
松
孝
一

加悦・中継ポンプ
場工事請負契約 16：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ―

６６月定例会  賛否一覧月定例会  賛否一覧
○印は賛成　×印は反対　
（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）

賛否の分かれた議案のみ掲載

講演中の真山教授
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